
事業概要【都心におけるエリアマネジメント活動促進事業】

申請者 広島県広島市 初回採択回 令和3年度第1回募集

事業計画期間 Ｒ３～Ｒ５年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR5年度事業費）

36,000千円（11,500千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（詳細）
コンパクトシティ、まちの賑わいの創出、
連携中枢都市等のまちづくり分野

目的（効果）

本市では、広島駅周辺地区および紙屋町・八丁堀地区を都心の東西の核と位置付け、相互に刺激し高め合う
「楕円形の都心づくり」を強力に推進しており、両地域において、再開発等で整備された公共空間等の利活用やま
ちのルールづくり等ハード・ソフト両面にわたるエリアマネジメントを促進することで、市民、企業、行政などの連携・協
働によるまちづくりを進め、新たな賑わいと交流を生み出す魅力あるまちの実現を目指す。

事業概要・
主な経費

○まちづくり推進プラットフォーム支援事業
・まちづくり推進プラットフォーム運営費用（負担金）
3,000千円
・まちづくり推進プラットフォームによるエリアマネジメント団体
への専門家派遣やエリアマネジメント団体の社会実験実
施、効果検証の費用負担（負担金）7,000千円

○公共空間等の利活用策の検討事業
・広島駅南口周辺地区における公共空間等の利活用策
に基づく実証実験支援及び効果検証業務
（委託料）1,500千円

KPI

①「まちづくり推進プラットフォーム」がエリアマネジメント団体等から相談を
受けて課題解決につながった件数（令和5年度目標値12件）

②「まちづくり推進プラットフォーム」が支援を行うエリアマネジメント団体等
の数（令和5年度目標値6団体）

③エリアマネジメント団体が公共空間等を活用した収益事業で得る収入
額（令和5年度目標値1,650千円）

④エリアマネジメント団体が公共空間等を活用して実施した収益事業の
数（令和5年度目標値3件）

実施体制

広島都心会議：民間企業等で構成される「まち
づくり推進プラットフォーム」であり、都心のエリア
マネジメント団体等の活動を支援する。
広島市：エリアマネジメント団体が公共空間等
の利活用等により、効果的に財源を確保し、自
立した組織体制を構築できるよう、制度面・資
金面での支援を行う。

推進当初

広島駅南口地下広場における
実証実験の様子

エリアマネジメント団体
「広島都心会議」の設立
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